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自然言語処理
（Natural Language Processing）
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言葉とコンピュータ

• かな漢字変換

• メール送受信

• 電子書籍

• ウェブ検索

• 機械翻訳

人間の知的な振る舞い（言語活動）を

コンピュータで実現する

–自然言語処理（Natural Language Processing）
–人工知能（Artificial Intelligence） –3



End‐to‐End Learning/System

Deep NN
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情報の分類と組織化

• 「分類は知のはじまり」

• 物事を体系化→全体を把握

• 分類 (classification)
• 分類法・学 (taxonomy)
• 類似性 (similarity)

予ビ
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LATCH: ５つの整理棚

1. Location（場所）

2. Alphabet（アルファベット、50音順）

3. Time（時間）

4. Category（カテゴリ）

5. Hierarchy（序列）

(Richard Saul Wurman)
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分類の演習

予ビ
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分類の演習

なす、新聞、ほうき、キカイダ―、にわとり、

リンゴ、学生、いす、トマト、コンピュータ、

ピラニア、テレビ、掃除機、くじら

予ビ
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視点･観点

分類は、視点･観点によって異なる

予ビ
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ウィトゲンシュタイン（1889‐1951）

ゴルフ

チェス トランプ

卓球

ゲーム

座ってやる

ボールを使う

多人数可１対１

家族的類似性
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言葉、文化との関係

• 言葉⇔概念

– 山 ： 高くもりあがった地形

– 平野 ： たいらに広がった地形

– 丘 ： ？

• 文化

– ドイツではトマトは果物

– 日本での魚の細かい名前

–16



オーバーゾーニング

• 百貨店の売り場

– 地下：食品、１階：化粧品、２階：洋服
３階：スポーツ用品、…

• オーバーゾーニング

– スキーの売り場：スキー用品、ツアー予約、
チェーン、道路地図、健康飲料、…
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動植物の分類

予ビ
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動植物の分類

• アリストテレスの動物分類

– 血液の有無、生殖のタイプ、足の数

– 人為分類

• １７世紀 航海技術の進歩、珍しい動植物

• リンネ（分類学の父）の動植物分類

– 階層的カテゴリ

– 名前を属名と種名で表す

予ビ
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階層的カテゴリ

界 動物界

門 脊髄動物門

網 哺乳網

目 食肉目

科 イヌ科

属 イヌ属

種 イヌ種

予ビ
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リンネ博物館（Uppsala, Sweden）
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• アダンソンの植物分類

– 多くの形質を考慮し、多くを共有するものを
グループ化

– 類型分類

• ラマルクの動物分類

– 動物の進化の系統を再現する分類

– 系統分類

– ダーウィンの「種の起源」後、盛んに研究

• 化石などでわかることは小数

• 形態学的、発生学的、細胞学的形質による
類型分類
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人為分類 vs. 類型分類

• 人為分類 ： 少数の形質を人為的に選択

• 類型分類 ： 多くの形質の共有を調べる
（アダンソンの植物分類→ 数量分類学）
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数量分類学

• 特徴ベクトル（属性の束）で個体を表現

• 個体間の類似度＝特徴ベクトルの類似度

– 一致係数、ユークリッド距離、角度

• クラスタ分析

– 類似度の高いものをまとめる
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特徴ベクトル

f1 f2 f3 f4 f5 f6
A 0 1 0 0 1 1
B 1 0 1 1 1 0
C 0 1 0 1 0 0
D 1 0 1 0 0 1
E 0 1 0 1 1 1

個体

属性
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類似度（一致係数）

A B C D E
A 1 1/6 3/6 2/6 5/6
B 1 2/6 3/6 2/6
C 1 1/6 4/6
D 1 1/6
E 1
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クラスター分析

Ａ Ｅ Ｃ Ｂ Ｄ

樹
形
図

5/6

2/6

3/6

4/6
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図書の分類

予ビ
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図書館の歴史

• 古代

– アレキサンドリア図書館、蔵書目録

• 中世

– 修道院や教会の図書館

– 数百から２０００冊程度

• ルネッサンス以降

– 大学、学問分野、主題による分類
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図書館の歴史

• １８世紀

– 教育、中産階級

– 会員制図書館、貸本屋

• １９世紀～

– 公共図書館

– 十進分類法、コロン分類法
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図書の分類

• 書架分類

– 図書館の棚のどこに何をおくか

• 書誌分類

– 書誌情報（タイトル、著者名、主題等）の分類

– 主題の分類を設定

– そこへ各図書を対応付ける
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十進分類法（デューイ、国際、日本）

０００ 総記

１００ 哲学と心理学

２００ 宗教

３００ 社会科学

４００ 言語

５００ 自然科学と数学

６００ 技術（応用科学）

７００ 芸術

８００ 文学と修辞学

９００ 地理学と歴史

７００ 芸術

７１０ 生活、造園

７２０ 建築学

７３０ 造形美術、彫刻

７４０ 絵画、装飾美術

７５０ 画法、絵

７６０ 工芸美術、印刷、版画

７７０ 写真術、写真

７８０ 音楽

７９０ 娯楽、演芸

予ビ
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コロン分類法

４０ほどの主題を設定
ｚ 総記 ＢＺ 物理的科学

１ 知識 Ｃ 物理学

２ 図書館学 Ｄ 工学

３ 図書学 Ｅ 化学

４ ジャーナリズム Ｆ 技術

Ａ 自然科学 Ｇ 生物学

ＡＺ 数理科学 Ｈ 地学

Ｂ 数学 … ...
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コロン分類法（ファセット）

• 医学
– 器官 ： 眼、胃、血液、骨、…
– 分科 ： 解剖学、生理学、疾病、衛生、…

• 絵画
– 様式 ： 日本画、西洋画、宗教画、…
– 素材 ： 人物、風景、静物、…
– 材料 ： 紙、木、ガラス、…
– 技法 ： 構図、色彩、水彩、油絵、…
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ことばの分類
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シソーラス

• 語の上位下位、同義関係などを体系的に整理したもの

– Roget’s Thesaurus (1852)

• 一般用語については同義関係が中心、単語の選択の手
助け

e.g. 種々の類語辞典

分類語彙表（国立国語研）

NTT日本語語彙大系

日本語使いさばき辞典

WordNet
Longman Language Activator
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WordNet

car, auto, automobile, machine, 
motorcar (a motor vehicle with 
four wheels)

motor vehicle, automotive vehicle 
(a self‐propelled wheeled vehicle 
that does not run on rails) 

automobile engine (the 
engine that propels an 
automobile) 

car door (the door of a car)

ambulance (a vehicle 
that takes people to 
and from hospitals)

bus, jalopy, heap 
(a car that is old 
and unreliable)

cab, hack, taxi, taxicab (a car driven by a 
person whose job is to take passengers where 
they want to go in exchange for money) 

...

...

hypernym

hyponym

meronym

–37



専門用語のシソーラス

• 分野の学問体系を明らかにする
（専門用語集＋α）

• 文献検索での統制言語

– 等価関係（優先語、非優先語）

– 階層関係（上位語、下位語）

– 連想関係

e.g. JSTシソーラス（4万語）
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情 報 検 索

予ビ
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情報検索（文書検索）

テキストの特徴ベクトル表現→類似度計算

– 図書検索

– 新聞記事検索

– 電子メール検索

– Webページ検索

– 社内文書検索

予ビ
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インターネット

• 広義：複数のコンピュータネットワークの相互接続

• 狭義：国際的に広く相互接続されたもの（The Internet）

• 歴史：

1969年アメリカの国防総省によるARPANET
1984年日本の学術組織の研究用ネットワークＪＵＮＥＴ

1991年欧州素粒子物理学研究所のティム・バーナーズ=リー
がWorld Wide Webプロジェクトを発表

• 特定の集中した責任主体はなく，接続している組織
が各ネットワークを管理
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ウェブ（World Wide Web, WWW）

• インターネット上で提供されるハイパーテキストシス
テム

• 文書はHTML（ハイパーテキスト記述言語）で記述，
別文書への参照（リンク）を埋め込むことでインター
ネット上の文書の相互参照を可能とする

• ウェブディレクトリ：1994年 Yahoo!
• 検索エンジン

1994年WebCrawler, Infoseek, Lycos
1995年 AltaVista, Excite （日本：Yahho, ODiN, 千里眼）
1998年 Google

出典：http://ja.wikipedia.org/wiki/Www–42
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検索エンジン＝クローラー＋全文検索

• ハイパーリンクをたどってHTML文書を収集

し，巨大な索引を作成し，全文検索をおこ
なう

索引

索引作成

全文検索

ＨＴＭＬ
テキスト

クローラー

利用者

World Wide Web

サーチエンジン
–44



転置インデックス（索引）

文書１ 言語、言語、コンピュータ、問題、問題

文書２ コンピュータ、問題、問題、情報

文書３ 言語、問題、問題、問題、情報、情報

文書４ 問題、情報

言語 文書１、文書３

コンピュータ 文書１、文書２

問題 文書１、文書２、文書３、文書４

情報 文書２、文書３、文書４
–45



語の重要度（TF.IDF）

TF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４

言語 2 0 1 0

コンピュータ 1 1 0 0

問題 2 2 3 1

情報 0 1 2 1

語の頻度（Term Frequency）

全文書数 / 語の出現する文書数
（Inverse Document Frequency）

IDF

2

2

1

1.3
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語の重要度（TF.IDF）

TF.IDF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４

言語 4 0 2 0

コンピュータ 2 2 0 0

問題 2 2 3 1

情報 0 1.3 2.6 1.3
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特徴ベクトル

f1 f2 f3 f4 f5 f6
A 0 1 0 0 1 1
B 1 0 1 1 1 0
C 0 1 0 1 0 0
D 1 0 1 0 0 1
E 0 1 0 1 1 1

個体

属性
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語の重要度（TF.IDF）

TF.IDF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４

言語 4 0 2 0

コンピュータ 2 2 0 0

問題 2 2 3 1

情報 0 1.3 2.6 1.3

6 (2) 5 (1)

言語 問題 検索
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• 「多くの良質なWebページから参照されている
Webページは良質である」

１００ ５４

５０１２

＋５０

＋５０

＋４

＋４

＋４


 


uv v
vu )R()R(

ARR c

PageRank
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語×文書の行列

TF.IDF 文書１ 文書２ 文書３ 文書４

言語 4 0 2 0

コンピュータ 2 2 0 0

問題 2 2 3 1

情報 0 1.3 2.6 1.3
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分布類似度

• 意味が似た語は似たコンテキストで出現
[Firth57]

• 語×文書行列で各語の行ベクトルを語の意
味表現と考える→語の類似度計算が可能

• この考え方をNNで実現したものがWord2Vec
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情報推薦

商品１ 商品２ 商品３ 商品４

ユーザ A 5 1 2

ユーザ B 4 1 3

ユーザ C 2 5 1

ユーザ D 5 2 4 2

ユーザ E 5 5 3

－0.9

－0.3

0.9

0.7

ユーザA
との類似度

(4×0.9+5×0.7)/2=3.6

?
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フォークソノミー (folksonomy)

• folks（民衆）＋taxonomy（分類法）

• ユーザによるウェブ上の情報へのタグ付け
（分類）

• 共同作業による分類．タグの検索やタグを付
けた人，その人がつけた他のタグを調べるこ
とができる．

例） はてなブックマーク（ソーシャルブックマー
ク），Flickr（写真共有サイト），ニコニコ動画
（動画共有サイト）
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ま と め

• LATCH: ５つの整理棚

– Location, Alphabet, Time, Category, Hierarchy

• 人為分類 vs.類型分類（類似性）

– 動植物分類

– 図書の分類法

– ことばの分類

– 情報検索、情報推薦

–55



情報の分類と検索：理論と実際
（分類演習１）

2021.5.18（火）4限

大学図書館の活用と情報探索 第5回



はじめに

1. 分類を活用した資料探索について

2. 演習【課題A】

3. 次回連絡：NDLCと事前課題について
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本日の達成目標

日本十進分類法（NDC）の分類体系を理解する。
ある分野について、NDCに基づいて分類できる。
また、分類を推測して資料を探すことができる。
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課題A
分類を活用した資料探索
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分類とは？（復習）

• 分類する視点・観点によって異なる

例）書店では

ジャンル：スポーツ、園芸、語学、小説…

サイズ：文庫・新書コーナー

時間：新刊コーナー

• 図書館の本は分類ごとに並べられている。

日本十進分類法（NDC）がよく使われている。

＊NDC・・・Nippon Decimal Classification
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図書館における分類

・デューイ十進分類法（DDC)

・国際十進分類法（UDC)

・コロン分類法

・米国議会図書館分類（LCC）

・日本十進分類法（NDC）

・国立国会図書館分類法（NDLC)

など
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図書館における分類

7

京都大学では図書館・室ごとに
様々な分類法が使われている

附属図書館

吉田南総合図書館

文学研究科図書館

国立国会図書館分類法
（NDLC）
日本十進分類法（NDC）

独自に定めた分類など

それぞれの分類法は、
各図書館内の掲示やHPで確認できる



日本十進分類法（NDC）

0 総記

1 哲学

2 歴史

3 社会科学

4 自然科学

8

5 技術

6 産業

7 芸術

8 言語

9 文学



日本十進分類法（NDC）

0 総記

1 哲学・宗教

2 歴史

3 社会科学

4 自然科学

5 技術

6 産業

7 芸術

8 言語

9 文学

40 自然科学

41 数学

42 物理学

43 化学

44 天文学、宇宙科学

45 地球科学、地学

46 生物科学、一般生
物学

47 植物学

48 動物学

49 医学、薬学

9

410 数学
411 代数学
412 数論[整数学]
413 解析学

： ：

３次区分の中で、小数
点をつけてさらに細か
く分類することもある。
411.3 線形代数学
411.35 行列

第1次区分 第2次区分 第3次区分



資料探索における分類の活用

10

資料探索の手がかり

 書名、著者名

 主題 （～について書かれた資料はないか）

レポート作成、卒業論文の執筆
⇒網羅的に資料を収集する必要がある

様々な方法を活用することが大切
分類は主題をもとに資料を探す際に有効



資料探索における分類の活用

• 同じ主題のものが集中する

• 体系的で階層性があり、関連する資料を探しやす
い

• 書名などにキーワードが含まれていないものも探
すことができる

• 1冊が複数の主題を持つこともある

• 新しいテーマ・分野への対応が難しい

11

⇒複数の分類からアプローチするなど工夫が必要



分類による資料探索のアプローチ

12

 ブラウジング（書架を眺める）
主題から目的の分類の見当をつけて
直接書棚を見に行く資料探索方法

 KULINEの分類検索を使う



分類検索

KULINEの分類検索を使う

13

※ブラウザに”kuline”と入力して検索



日本十進分類法
(NDC)9版を選択

第１階層が展開

14



15

第１階層
第２階層

第３階層

クリックして展開させていく
と、選択したグループの下位
のグループが表示される



検索結果が表示される

前画面で選択し
た分類番号

検索結果一覧

16



17

書誌詳細画面

NDC9：121.6 →

NDC9版の121 (哲学＞東洋思想＞日本思想)

に分類されている



18

リンクをクリックすると

同じ分類番号の本を検索する

=同分野の他の本を検索できる



詳細検索

19

選択画面から分類を選択し、
クリックして分類番号確定

分類番号をキーワー
ドや年代を組み合わ
せて検索できる



分類を活用した資料探索

•体系的に整理されている

→ 関連するものの発見、新たな気付き

• KULINE上のすべての本の目録に分類番号が付
与されているわけではない

→ 資料探索には多面的な検索が必要

分類検索はそのひとつ

20

ポイント



課題A

次の３つのテーマから1つを選択し、

課題に答えてください。

1 京都の祭りと文化

2 AIと未来社会

3 感染症と政治経済

21

PandAで回答します



A-1

選択したテーマに関連するキーワードを２つ挙
げてください。

キーワードのどちらか、または両方を使って
KULINEの詳細検索画面から検索し、それらを
タイトルに含む図書を１冊選び、書名とNDC
（日本十進分類法）の分類番号を答えてくださ
い。

22

NDC分類番号は9版の分類番号を
回答すること。
9版の記述がなければ他の版の分類
番号を記入してください。



KULINEのNDC分類表をもとに、選択したテー
マについて資料探索する際に有効と思われる
NDC分類番号3桁を考えられる限り複数挙げて
ください。

A-2

23

分類番号はKULINEの
分類検索の表で確認し
ましょう



A-2で挙げたNDC分類番号3桁を用いてKULINEで
分類検索を行い、書名にA-1で挙げたキーワードを
含まないが、各テーマについて調べるのに役立つ
と思う図書を1冊選んでください。

A-3

24

検索結果が多ければ、絞り込み検索
を用いて件名（主題）などで絞り込
んでください



検索のコツ：絞り込み検索

25

 出版年や件名、言語で
絞り込むことができる

 件名＝図書の主題



検索のコツ：表示の変更

26

表示順・表示件数を変えられます



分類検索を使って資料を探すことの利点を

述べてください。

A-4

27

A-5

分類検索を使って資料を探すことの欠点を

述べてください。



解答方法

PandA テスト・クイズツール

「20210518_第5回「情報の組織化と検索：

理論と実際」課題（5/24 17:00〆切）」

•解答時間：16:20まで

•時間内に終わらなかった場合も保存し、
授業後に取り組んでください。

•最終締切: 2021/5/24（月） 17：00

28
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① 20210518_第5回「情報の組織化と検索：
理論と実際」課題（5/24 17:00〆切） をクリック①

解答方法

• PandA「大学図書館の活用と情報探索」のページ



30

② 解答を記入

③ 「採点のために提出」をクリック
※押し忘れに注意

解答方法

③



事前課題

【課題B-1】に解答する
【課題B-1】の解答内容は、来週の授業で使います。
適当なメモなどを残しておいてください。

• 解答・提出：PandA>テスト・クイズ>
202100525_第6回「情報の組織化と検索：理論と
実際」事前課題（5/24〆切）

• 締切：2021/5/24（月）17:00
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次回に向けて：国立国会図書館分類法（NDLC）とは

•National Diet Library Classification
•国立国会図書館（NDL）が作成した分類法。

•アルファベットと数字の組み合わせで表す。

•京大では、附属図書館がNDLCを採用して
いる

32

例）
代数学 ： MA（数学）＋61（代数学）→「MA61」



NDLC分類表の見方（課題B-１のために）

1. PandAの第6回の授
業資料のリンクから、
国立国会図書館の分
類表のwebページへ
アクセスする

2. 大まかな分類を確認
して、それぞれの細
分類のPDFを開く

3. 分類番号（アルファ
ベット+数字）を確
認

33

例）「代数学」に関する
分類番号を調べる場合

M～S（科学技術）をク
リックしてPDFファイル
を開く

PDFファイルで細分類を確
認し、分類したい項目を探
す。
「代数学」の場合、
「MA61」が分類番号となる。



本日は、グループワークを行います。
事前課題の解答を手元に準備してください。

1. 『医療従事者用のワクチンを高齢者に当てるように』と国が都道府県に内々
に指示

2. 片山さつき氏ら自民2議員 宣言下の東京から浜松まつりに参加

3. 菅首相「従軍慰安婦」の教科書記述認めない考え 朝日新聞は報じず

4. 5月11日だけで55人が亡くなった（大阪の COVID 19 に関連した言説）

5. 米国発日本行きの飛行機 半数位が米兵で、彼らは 検査をせずに入国できる

6. コロナワクチン接種センター 日本旅行、人材派遣 会社に自衛隊が丸投げ

自分がどのチームかわからない方は、補助
者までお尋ねください。

1



本日のスケジュール

2

15:00-15:03 ( 3分) 本日のスケジュール説明

15:03-15:30 (27分) [講 義]情報信頼性と批判的思考

15:30-15:35 ( 5分) ファクトチェック 課題説明

15:35-15:55（20分）
[グループワーク] 【課題C-2】
+発表準備 【課題C-3】

15:55-16:20 (25分)
16:20-16:30 (10分)

[発 表] グループごとに
[講 評] 先生から



2021.06.01

情報の分類と検索：理論と実際
（ファクトチェック演習）

大学図書館の活用と情報探索 第7回



本日のスケジュール

4

15:00-15:03 ( 3分) 本日のスケジュール説明

15:03-15:30 (27分) [解 説]情報信頼性と批判的思考

15:30-15:35 ( 5分) ファクトチェック 課題説明

15:35-15:55（20分）
[グループワーク] 【課題C-2】
+発表準備 【課題C-3】

15:55-16:20 (25分)
16:20-16:30 (10分)

[発 表] グループごとに
[講 評] 先生から



事前課題 【確認】

【課題C-1】に解答する

• C-1：以下の検証課題から、気になるものをグ
ループで一つ選び、その検証に役立ちそうな情
報を調べてきてください（たとえば、図書・論
文・人物・統計・法律・記事……など）。

事前課題提出締め切りは、

本日6月1日（月）23：59です。

5



課題C（グループワークの内容）

【課題C-2】
【事前課題C-1】の情報源をグループ内で共有してくだ
さい。そのうち、ファクトチェックに有用だったもの
を2点選び、どの点が有用であったかを述べてください。

【課題C-3】
選んだ検証課題について、FIJのファクトチェックの
レーティング基準（真実性・正確性を評価・判定する
基準）のどれに当てはまるかを考えてください。

また、どのような点からそのレーティング基準を選ん
だのかという理由も述べてください。

6



参考：FIJのファクトチェックのレーティング基準

表記 定義

正確 事実の誤りはなく、重要な要素が欠けていない。

ほぼ正確 一部は不正確だが、主要な部分・根幹に誤りはない。

ミスリード
一見事実と異なることは言っていないが、釣り見出しや重要な
事実の欠落などにより、誤解の余地が大きい。

不正確
正確な部分と不正確な部分が混じっていて、全体として正確性
が欠如している。

根拠不明 誤りと証明できないが、証拠・根拠がないか非常に乏しい。

誤り 全て、もしくは根幹部分に事実の誤りがある。

虚偽
全て、もしくは根幹部分に事実の誤りがあり、事実でないと知
りながら伝えた疑いが濃厚である。

判定留保
真偽を証明することが困難。誤りの可能性が強くはないが、否
定もできない。

検証対象外
意見や主観的な認識・評価に関することであり、真偽を証明・
解明できる事柄ではない。
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グループワークについて（15:35-15:55）

• 前回の授業と同じグループ分けにしています

• 役割分担を決めてください

例：タイムキーパー、発表者、書記 など

• 発表用資料を作成しながら、グループワークを
行ってください

Google スライドで、グループ内で同時に編集しても
良い。

https://www.google.com/intl/ja_jp/slides/about
/
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発表（15:55-16:20）

• グループごとに【課題C-2、C-3】でまとめた
意見を発表していただきます

• 発表時間： 1グループにつき 5分程度

• 発表者 ： 1人でも複数人でも可

• スライド等の画面共有可

• 15:55までの課題解答時間のなかで、
発表準備も行うこと。

9



課題C（個人、PandAで回答）

• 各自、課題C-4に取り組んでください。

• 解答・提出は、PandAの「テスト・クイズ」から、
“20210601_第7回「情報の組織化と検索：理論と
実際」課題（6/7〆切）” へ。

• 提出締切は【6月7日(月) 17:00】です。

10



本日のスケジュール

11

15:00-15:03 ( 3分) 本日のスケジュール説明

15:03-15:30 (27分) [講 義]情報信頼性と批判的思考

15:30-15:35 ( 5分) ファクトチェック 課題説明

15:35-15:55（20分）
[グループワーク] 【課題C-2】
+発表準備 【課題C-3】

15:55-16:20 (25分)
16:20-16:30 (10分)

[発 表] グループごとに
[講 評] 先生から



発表

【課題C-2、C-3】

• 事前課題で収集した情報で、ファクト
チェックに有用だったものを2点選び、どの
点が有用であったかを述べてください。

• 選んだ検証課題について、FIJのファクト
チェックのレーティング基準のどれに当て
はまるかを考えてください。 また、どのよ
うな点からそのレーティング基準を選んだ
のかという理由も述べてください。
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本日のスケジュール

13

15:00-15:03 ( 3分) 本日のスケジュール説明

15:03-15:30 (27分) [講 義]情報信頼性と批判的思考

15:30-15:35 ( 5分) ファクトチェック 課題説明

15:35-15:55（20分）
[グループワーク] 【課題C-2】
+発表準備 【課題C-3】

15:55-16:20 (25分)
16:20-16:30 (10分)

[発 表] グループごとに
[講 評] 先生から



次回の授業について

•日にち: 6月8日（火）４限

•場 所： Zoom

•内 容： インターネット検索の落とし穴と
データベースの活用方法

14

【第8回】予習ビデオを次回授業開始までに、視聴
してきてください（授業の最初に小テストを行い
ます）。PandAのテスト・クイズ「20210601_第
8回「インターネット検索の落とし穴とデータベー
スの活用方法」事前課題」からアクセスできます。



大学図書館の活用と情報探索（第7回）

情報の分類と検索：理論と実際

情報信頼性と批判的思考

京都大学情報学研究科

黒橋禎夫

kuro@i.kyoto-u.ac.jp



フェイクニュース

“ノーベル賞受賞の本庶教授が「武漢の研究所
で4年間働いた」「（このウイルスは）中国が造っ
たもの」などと発言”

“神経科学者のRodolfo Llinasによると、もし少
なくとも10秒、咳や不快感なしに息をとめること

ができるならば、肺の繊維症が発生しておらず、
コロナウイルスに感染していない。”

–2



情報信頼性の判断

情報リテラシー

批判的思考

人の認知のバイアス
–3

10秒息をとめることができれば、
コロナウイルスに感染していない？



人の認知のバイアス

人の（直感的）思考は必ずしも合理的でない

信念バイアス

– 論理的な正しさよりも，自分の信念にあてはまるかどうかで，
妥当性を判断する

確証バイアス

– 自分の信念に対して都合のいい情報を重視したり，集める

流暢性・美的ユーザビリティ効果・光背効果

– 美しくデザインされ内容が理解しやすいもの（ウェブページ、記
事、広告など）は、すぐれている・内容が正しいと判断しやすい

–4

システム1: 直感的で速い思考モード（バイアスがある）

システム2: 論理的で遅い思考モード



批判的思考 (critical thinking)

• 何を信じ何を行うかの決定に焦点を当てた合理

的で内省的な思考(Ennis,1985)
• 相手を批判する思考とは限らず、むしろ自分の

推論過程を意識的に吟味する

• 推論の土台の検討：

– 専門家による情報か/利害関係者による情報か

– 異なる情報源で一致しているか

– 科学的手法をとっているか

–5



情報リテラシー

（インターネット等を媒介とした）情報の利活用や評価
を行う能力

1. インターネットの特性の理解

– 誰もが（内容のチェックを受けずに）簡単に情報を発信できる

– 匿名性は、無責任な行動や攻撃的行動を引き起こしやすい

– 根拠がなくとも、情報が転載され、拡散される

2. 情報を批判的に読む

– 複数の情報源からの情報を収集する

– 情報発信者の立場や背景にある動機を考慮する

– 内容の正確さ、証拠の確かさ、情報の新しさなどを評価する

–6



フェイクニュース

“ノーベル賞受賞の本庶教授が「武漢の研究所
で4年間働いた」「（このウイルスは）中国が造っ
たもの」などと発言”

“神経科学者のRodolfo Llinasによると、もし少
なくとも10秒、咳や不快感なしに息をとめること

ができるならば、肺の繊維症が発生しておらず、
コロナウイルスに感染していない。”

–7



フェイクニュースは新しい現象ではない

ダン・アリエリー✗ユヴァル・ノア・ハラリ世紀の対談

ハラリ フェイクニュースやデマの拡散が話題になっていますが、これは少し
も新しい話ではありません。 ．．． フェイクニュースは数千年前から私
たちの社会にありました。聖書がいい例です。米国の裁判所では、聖書
に手を置いて「真実を、すべての真実を、そして真実だけを述べることを
誓います」と宣誓するそうですね。聖書の代わりに『ハリー・ポッター』でも
使ったら？と言いたくなってしまいます。

．．．

ハラリ ．．．歴史を調べると、大きな社会が機能していくためには、社会全
体で「神話」や「虚構」を共有することが必須だということを学びますから
ね。「神」であれ、「人権」であれ、「自由」であれ、「国民」であれ、何かし
らの「虚構」あるいは「神話」を共有しなければ、社会は機能しません。

–8

ユヴァル・ノア・ハラリ Yuval Noah Harari 1976年生まれ。イスラエル人の歴史学者。ヘブライ大学歴史学
部の終身雇用教授。人類の歴史を俯瞰した『サピエンス全史』が全世界で500万部を突破

https://courrier.jp/news/archives/100013/

久木田水生先生（名古屋大学情報学研究科）



テクノロジーとフェイクニュース
• テクノロジーと社会（のバグ）がフェイクをビジネスや政治の効果的な手

段にする

• 情報リテラシーと批判的思考

– どうすればそのような能力が効果的に身につくか？

– ほとんどの人にとっては不可能と思われる

• テクノロジーによる支援

– フェイクやヘイトを見破る

– フェイクやヘイトを拡散されにくくする

– 事実を納得できるように説明する –9

NEWS 2016年12月12日 23時08分 JST | 更新 2016年12月14日 02時59分 JST

「トランプ支持者向けの偽ニュースで700万円稼いだ」マケドニアの若者が証言

ドナルド・トランプ氏の支持者向けに量産された偽ニュースの多くは、東ヨーロッパの若者たちの小
遣い稼ぎだった可能性があることが分かった。

かつてユーゴスラビアの構成国だった人口210万のマケドニア共和国のある若者が、ニュース記事
を捏造し、過去6カ月間に少なくとも6万ドル（約688万円）の収入を得たと主張している。捏造記事の
大半はドナルド・トランプ氏の支持者に向けたものだったと、12月9日、NBCニュースが報じた。．．．

https://www.huffingtonpost.jp/2016/12/12/fake-news_n_13577368.html

久木田水生先生（名古屋大学情報学研究科）



情報分析システムWISDOM
NICT情報信頼性プロジェクト（2006～2010；プロジェクトリーダー：黒橋）

–10



情報分析

システム

WISDOM
（NICT）

–11



ファクトチェック・イニシアティブ
https://fij.info/

（2017～）

–12



ファクトチェック・イニシアティブ

ファクトチェック：社会に広がっている情報・ニュースや
言説が事実に基づいているかどうかを調べ、そのプロ
セスを記事化して、正確な情報を人々と共有

https://fij.info/

（2017～）
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自然言語処理・機械学習を使った記事の絞り込み

機械
学習

｢誤報」等の単語
を含むツイート

記事タイトル:
◯◯人権委、誤報…

記事URL:
http://www.yomiuri…

言及ツイート数:
20

コメント内容:
1:◯◯新聞の辞書に.
2:誤報を堂々と行う...

…

記事タイトル:
訃報:◯◯◯◯ …

記事URL:
http://mainichi.jp/…

言及ツイート数:
31

コメント内容:
1:えっ嘘やん…
2:デマであって欲し...

…

チェックすべき記事

…
記事タイトル:

◯◯◯◯◯..
記事URL:
http://◯◯◯..

言及ツイート数:
◯

コメント内容:
1:◯◯◯…

記事タイトル:
◯◯◯◯◯..

記事URL:
http://◯◯◯..

言及ツイート数: ◯
コメント内容:
1:◯◯◯…

記事タイトル:
◯◯◯◯◯..

記事URL:
http://◯◯◯..

言及ツイート数: ◯
コメント内容:
1:◯◯◯…

…
…

記事タイトル:
◯◯◯◯◯..

記事URL:
http://◯◯◯..

言及ツイート数: ◯
コメント内容:
1:◯◯◯…

フィルタリング

○×がわかっている記事
（訓練事例）

学習器で新しい記事に
優先順序を付ける

検証した結果を
訓練事例に追加

新しい記事
端緒情報探索
の作業員

チェック不要の記事

東北大学 乾研究室
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ま と め

• 人の認知のバイアス

• 批判的思考

• 情報リテラシー⇒情報の信頼性の判断

– インターネットの特性の理解

– 情報を批判的に読む

• フェイクニュースは新しい現象ではない

• テクノロジーとフェイクニュース
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